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２年生　第３セッション

上手くいかないときには？
所要時間
50分

目的

１．自己成長の４ステップがうまくいかないとき、諦めずにもう一度チャレンジする場合に

見直すべきポイントを教える。

①　自分との約束である「目標」や「合格基準」の見直し方。

②　自分との約束である「ほめ方」の見直し方。

③　自己成長の４ステップに対する自分の姿勢を見直す。

④　１人でできないときには、パートナーをおくことも効果的であることを知る。

２．他人の自己成長の４ステップ計画を見直して、自分の計画も振り返らせる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「セルフ･コントロール」「自己成長のための４ステップ」「ステップ1．自分と約束する」「①目標」「②合格基準」「③ほめ方」「ステップ2．自分で記録する」「ステップ3．自分で判定する」「ステップ4．自分をほめる」「①目標と合格基準は今の自分に合っているか」「②そのほめ方で本当にやる気が出るかどうか」「③自分に甘くなっていないか」「④この計画は1人でできるか」)
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

□ポスター「2年生ピアの目標」

　　　　　　　（第１セッションポスター）

□プリントＡ「ピア男君の自己成長４ステップ見直しプロジェクト」（生徒数,2枚並べてB4に縮小）

□第3回まとめプリント（生徒数,第3回振り返り用紙と両面印刷）
□第3回振り返り用紙（生徒数,第3回まとめプリントと両面印刷）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント（生徒数）

□中学校2年生ピアピア新聞3号（生徒数）

生徒の持ち物
□ピア・サポート・ファイル
□第2セッションで使用：プリントB「自分も計画してみよう」
□筆記用具

	活動項目
(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(5分)

	ピア･サポートの言葉・2年生の目標の復習(2/2)

前の授業の復習と導入（3/5)


	1.ピア・サポートの授業の説明

· 今日は「ピア・サポート」の3回目の授業です。ピア・サポートの意味は、もうこれを（掲示物を指しながら）見るだけで大丈夫ですね？ 

· では、ピア･サポートの中学2年生の目標確認をします。何でしたか？
· そうですね。「セルフ・コントロール」とテーマで、目標はあそこに張ってあります。みんなで声を合わせて読みましょう。

→（一斉に音読させる）「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」
2．前時の復習

· というわけで、2回目の授業では、自己成長のための4ステップを学びました。1つ目のステップから、確かめていきます。

→以下、1つずつのステップを確認する。必要に応じて例などを挙げて確認する。

ステップ1．自分と約束する
（具体的な①目標、②合格基準、そして目標が達成できたときの③ほめ方を決める。目標は高すぎず低すぎない、少し難しいけれど少し努力すればかなえられるようなものに。）

ステップ2．自分で記録する
（目標に向かって行動したことのありのままを記録していく。記録の方法をよく考える。）

ステップ3．自分で判定する
（記録を振り返り、合格基準を満たしているかどうか、判定する。）

ステップ4．自分をほめる
（合格基準を満たしていたら、ほめる。そして目標を少し上げる。満たしていなければ、ほめられず、目標は維持して再挑戦するか、少しレベルを下げる。）

· この「自分と約束する」「自分で記録する」「自分で判定する」「自分をほめる」の4ステップは、自分を成長させようとするときならいつでも使うことができます。

· この前の授業では、皆さんにも自分との約束を考えてもらいました。その後、ステップ3，4に進んで確認してありますか？今日はそのプリントを使って、もう一度自分の自己成長のための4ステップを見直します。


	「はい」

「自分と･･･」「セルフ･コントロール」
｢自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」
　　　　　　
	●(あらかじめ掲示)フラッシュカード｢ピア･サポート｣｢仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う｣｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣

●フラッシュカード「セルフ･コントロール」

◇フラッシュカード掲示

●（あらかじめ掲示）ポスター「２年生ピアの目標」
●フラッシュカード「自己成長のための」「ステップ1．自分と約束する」「①目標」「②合格基準」「③ほめ方」「ステップ2．自分で記録する」「ステップ3．自分で判定する」「ステップ4．自分をほめる」
◇フラッシュカード提示



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明

· では、今日の学習について説明します。こちらを見ましょう。
テーマ：上手くいかないときは？

目標：計画を見直して、よりよい計画をつくろう。
· せっかく自己成長のための4ステップを学んで取り組んだのに、思うように進まなかったとしたら、がっかりしますよね。けれど、それであきらめてしまったら、おしまいです。そのことについては、それ以上の成長はなくなってしまいます。

· うまくいかなかった部分は改善をして、再チャレンジすることが大事です。今日は、そのことについて学習します。

2．今日の学習の流れの説明
· 今日の学習の流れを説明します。今、①「復習」が終わって、②「今日の学習の説明」をしています。

· これから、③の活動、「改善点を見出そう」に進みます。自己成長の4ステップが行き詰ったとき、何がどう上手くいかないのか、見直して改善するポイントを学習します。

· それから授業の④「まとめ」をして、⑤「振り返り用紙」に感想を書いて、終わりです。


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」



	3.活動「改善点を見出そう」（34分）

	プリントの配付と問題の確認（2/8）
見直しの理由を話し合う(6/14)

全体シェアリング(7/21)

見直しポイント1の説明(2/23)

見直しポイント1の見直し(3/26)

全体シェアリング(3/29)
見直しポイント2の説明(2/31)

見直しポイント1の見直し(2/33)

全体シェアリング(3/36)

見直しポイント3の説明(2/38)

見直しポイント4の説明(2/40)

自分の計画の見直し(4/44)


	1.自己成長の4ステップを見直そう。おかしなところはどこ？
· 自己成長の4ステップがうまくいかないときは、ステップを1つずつ見直す必要があります。

· 見直すときのポイントは4つあります。

· これからその4つのポイントを理解するために、ピア男君の挑戦を記録したプリントを配ります。

· （プリントを配付したら）ではプリントに名前を書きましょう。ここで問題を読みます。

→問題を読み上げる。

以下にあるのは、ピア男君が作った自己成長の4ステップ計画と、その記録です。ちょっとおかしいと思うところ、改善した方がよいと感じられるところ３か所に見直し印がついています。これから小グループになって、2つのことを話し合ってもらいます。

問１．見直し印があるところは、なぜ見直す必要があるのでしょうか。理由を書きましょう。

問２．見直し方のポイントを学習後、どう見直せばよいかを話し合い、書きましょう。

· というわけで、まずみなさんがすることは、小グループになって問1を話し合うことです。問1は、なぜ見直す必要があるのか、その理由を考えることですね。話し合いの箇所は3か所あります。時間は5分とります。何か質問はありますか？
· では、グループを作って始めましょう（小グループは1グループにつき、3～4名にするとよい）。

· （5分後、生徒の様子を見て）では全員、前を見ましょう。

· では、見直し印をなぜ見直さなくてはらないか、グループごとに考えたことを発表してもらいます。まずは見直し印のⅠについて、考えたことを発表しましょう。
→見直し印Ⅰについて、引き出したい回答例

○自分の今の力にあっていないような気がするから。○突然、全部覚えると言っても無理な気がするから。

○できるだけたくさんと言うのは曖昧だから。

○中2からじゃなくて、中1から見直した方がいいかもしれないから。

・なるほど、このような回答は良いところに気づいていると言えます。

・では、続けて見直し印のⅡについて、考えたことを発表しましょう。

→見直し印Ⅱについて、引き出したい回答例

○あまりやる気が出ない。

○頭をなでるって自分でしても嬉しくない。

○なんだか変。
・はい、いろいろ考えられました。

· 最後に、見直し印のⅢについて、考えたことを発表してください。

→見直し印Ⅲについて、引き出したい回答例

○合格基準に達しなかったのに、結局は自分をほめている（頭をなでている）のはダメ（約束を破っていることになる）。
・どんなに頭をなでることが魅力的ではないほめ方だとしても、だからと言ってできなかったのに開き直ってしてしまうのは約束違反ですね。そのことに気づいてもらえればよいです。
・では、この3つのことについて、皆さんの話し合いを基に、どう見直す必要があるのか簡単に整理して話します。

2.見直しポイント１

· まず、1つ目の見直し印です。（生徒の発表でよかった箇所を指しながら）この辺は、良いところに気づいていますね。
· 見直し方の①は、自分が決めた目標と、合格基準が、今の自分に合っているか、です。
・みなさんが気づいたように、彼にとってこの目標や合格基準は高すぎた可能性があります。なぜなら、ピア男君は「英語が苦手で、英語は避けてきた」と書いているからです。
・英語が苦手で、英語を避けてきたピア男君にとって、この目標や合格基準は少々厳しすぎたかもしれないのです（もちろん、いずれは全ての単語を覚えてほしいですが）。
・前の授業で、目標を作るときは、どんなことが大切だと学習しましたか？

· そうです。まずは自分の今のレベルを知り、そのレベルから見て「高すぎず低すぎない。少し難しいけれど、少しの努力で、達成できる目標にする」ことが重要でしたね。
・では、どのように変えればよいのでしょうか。

· ここでもう１つ、目標と合格基準の作り方の大切なことを教えます。

· それは、いつ、どこで、何を使ってどんなことをするのか、具体的にするようにすることです。

· 目標を作るときには、目標達成のための行動を「邪魔するものは取り除き、必要なものだけを残す」ことが大切です。どういうことでしょうか？

· まず、目標達成のための行動を邪魔するものとは、
· 勉強に集中したいとき、読みたい小説が傍にあったり、テレビがついていたりする。

· 勉強する場所に、別の人がいて、騒がしい。

· 勉強の途中で携帯を出して使ってしまう。

· こういった自分の行動を邪魔するものは、取り除くようにします。もちろん、本当に「無くす」のではなくて、それが気にならないように工夫するという意味です。
・例えば、読みたい小説が傍にあったり、テレビがついていたりしたらどうすればよいと思いますか？
→回答例：勉強する場所を、リビングではなく、勉強部屋や図書館にする。
散らかった机の上を片付ける。
気になる小説は見えないところに置く。

・勉強するのに別の人がいて騒がしい場合は？
→回答例：家族や友人がいる部屋や時間帯を避ける。例えば夜ではなく早起きして、誰もいない朝に勉強する。

・どうしても携帯をいじってしまう場合には？
→回答例：携帯をかばんに入れて廊下に出しておく。
携帯を家族に預ける。

· そういうことです。

· では反対に、必要なものだけを残すようにするということは例えば、「英語の勉強にどの問題集と、どのノートと、どの筆記用具を使うか、すべて決めてしまう。」「勉強や素振りの練習や、ピアノの練習などをしたいとき、開始時刻と終了時刻を決めてしまう。」ということです。

· こんなふうにして目標の行動を実行しやすいように、できるだけ具体的な環境を自分で考えて、目標の中に入れてしまう、と上手くいくことが多くなります。
· では、そんな見直し方も頭に入れて、もう一度小グループで話し合いをしましょう。今度は問２です。まず、今の学習を活かして目標と合格基準だけ話し合います。時間は３分です。始めましょう。

· （3分後、生徒の様子を見て）では全員、前を向きましょう。
· 新しい目標と合格基準を発表して下さい。

→回答例

【目標】

○中2のレッスン１の英単語を覚える。

○中2の教科書に出てくる英単語のうち50個を覚える。

○中2の英語の教科書をすらすら読めるようにする。
【合格基準】

○毎日お風呂上がりの20分間、自分の部屋でレッスン1の英単語を10回唱え、土曜日に何も見ずに全部の単語が書ける。

○週に5日、自分の部屋で、夕食前の30分間に英単語を5個覚える。

○週に5日、朝ご飯を食べた後5分間、リビングで英語の教科書を音読する。
・前よりずっとピア男君に合っていて、具体的な目標と合格基準になりましたね。

3.見直しポイント２
· 次は2つ目のポイントです。これは「ほめ方」についてです。
· 見直すことは、その「ほめ方」が、自分にとってそのほめ方で本当にやる気が出るかどうか、です。
· 何か頑張りたいことがあるとき、それに取り組むことで自分にとって魅力的で、ぜひそうやってほめられたいというほめ方でないと効果はありません。
· そうやってこれができたらあとで自分をほめてあげよう！と思うから、頑張ろうという気持ちになるのです。効果的なほめ方には3種類あります。
· 1つ目は、難しい目標を立てたときほど、魅力的なほめ方を用意する必要があります。

· そのためには、普段はあまり手に入らないもの、お金がかかるものを手に入れることを考えたり、遠くへ遊びに行ったりするなどの“ご褒美”を考えることもできます。

· もちろん、内容によっては家族の協力が必要になり、現実的ではない場合もありますので注意が必要です（例えば、これができたらゲームを買ってもらう！と勝手に決めてはダメ。それは家族との交渉になる）。

· 2つ目の方法は、「人にほめてもらう」です。

· セルフ・コントロールというと、「自分で自分をほめる」と考えます。けれど、場合によっては、周りに頼ることもできるのです。

· 「上手にできたらほめてね」と頼んでみましょう。
人にほめてもらう他の例：夕食に好きなおかずを作ってもらう、家族が大事にしているものを借りられる、どこかへ連れて行ってもらう、好きな人からメールをもらってほめてもらう、など。

· 3つ目の方法は、「できなければ×」です。

· これは、ほめ方とは反対に、自分を罰する、という考えです。

· 例えば、約束通りにできなかったら、腹筋50回、風呂掃除、テレビが見られない、携帯電話使用禁止、外出禁止、罰金を払うのように、「それができなければ自分にとって嫌なことを自分に要求する」ようにする、ということのです。

· いつも×の方法ばかりではよくありませんが、方法としてはあるということを紹介しておきます。

· では、また小グループでピア男君のほめ方を相談しましょう。いろいろ考えてみてよいですよ。自分だったらこれでどんなほめ方をされたいでしょうか。時間は2分です。

· （2分たったら）はい、前を向いて下さい。

· どんなほめ方を考えましたか？

→発表させる。

· いろいろありましたね。

4.見直しポイント３
· では次に3つ目のポイントです。これはステップ2以降の記録、判定、ほめるのすべての段階に関係しています。
· それは、自分で甘くなっていないか、ということです。
· 約束はしたものの、実際に始まってみると記録を甘くつけたり、判定する段階で合格基準を満たしていないのに達成したにしたり、最後に本当はほめられないのにほめたりするのは約束違反です。

· 私たち人間は、しばしば自分に甘くなることがあります。「完璧じゃないけれど、頑張ったからいいか・・・」とか「次からでいいや」というように考えがちだからです。

· でも、これではせっかく自己成長のために頑張ろう！と思ったとしても、台無しです。

· 一度、自分で決めたことは、必ず実行するように。自分に甘くなっていないか？見直しましょう。
· しかしそれがまた、難しいのですよね。
5.それは1人でできるか？
· というわけで、最後に4つ目の見直しポイントです。

· それは、「この計画は1人でできるか？」を見直すことです。

· 自己成長のための4ステップに取り組むということは、自分で自分を律することであり、誰にとってもとても難しいものです。常に「自分に負けない」という意識を持ち続けないと長続きしません。

· それが出来ないときに自分を助ける方法として、「パートナーをつくる」という方法があります。

· パートナーってわかりますか？

· パートナーとは「一緒に何かするときの相手」「相方」「相棒」のことです。

· 自己成長の4ステップをするときに、パートナーに一緒に考えてもらったり、記録をつけてもらったり、判定に立ち合ってもらったりすることができます。

· パートナーがいれば、自分では見えにくいところを指摘してもらったり、甘くなりがちなところを修正してもらったりすることができます。

· スポーツ選手や、大きな会社のビジネスマンなどの中には、そうしたパートナーを雇っている人がいます。

· みなさんの生活の中でも、パートナーがいると心強いはずです。このことは、次回、最後のピア・サポートの授業で学習しましょう。
6.自分の計画を見直す
· それでは、これで今日の学習「自己成長の4ステップが上手くいかないときの見直し方」は終わりです。

· このポイントを頭に入れながら、前の授業で自分が考えた計画を見直してみます。プリントを出しましょう。

· 直したいところがあれば直す時間にします。そしてまた、挑戦できるようにしましょう。

· (時間がきたら)いいですか？それでは、是非、自分の計画を見直しながら継続してみましょう。


	プリント配付

グループになる

グループ作業

発表する
発表する

発表する

「自分に合った目標にする」「高すぎず低すぎない目標」

回答する

回答する

回答する

発表する
話し合う

発言する

第2セッションで使用したプリントB「自分も計画してみよう」を出す
見直して、修正する


	●プリントＡ「ピア男君の自己成長４ステップ見直しプロジェクト」
◇プリント配付

◇板書

◇板書

◇板書

●フラッシュカード「目標と合格基準が自分にあっているか」

◇フラッシュカード提示

◇「目標は高すぎても、低すぎてもいけない。少し頑張れば達成できそうなものに。」板書する
◇「いつ、どこで、何を使ってどんなことをするのか、具体的にする」
◇板書
●フラッシュカード「そのほめ方で本当にやる気が出るかどうか」

◇フラッシュカード提示

◇「難しい目標ほど、魅力的なほめ方に」板書
◇「人にほめてもらう」板書

◇「できなければ×」板書

◇板書
●フラッシュカード「自分に甘くなっていないか」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「この計画は、1人でできるか」

◇フラッシュカード提示

◇机間巡視して、支援が必要な生徒を補助する



	4.まとめ(3分)

	まとめ(3/47)


	· では、今日の学習を「まとめ」ます。「第3回まとめプリント」を配ります。名前を書いて、空欄に入る言葉を埋めていきましょう。
→空欄のキーワードを必ず全体で確認し、授業のまとめを行う。


	プリント記入
	●第3回まとめプリント/第3回振り返り用紙

◇プリントの配付



	5.振り返り用紙の記入(3分)

	配付と記入と回収、次回の予告 (3/50)
	· 最後に振り返り用紙に、この授業を振り返ってみて感想や考えを書きます。まとめプリントを裏返しましょう。

· 次回は、  月   日です。次の授業では、パートナーについて考えます。


	振り返り用紙記入、提出
	◇第3回まとめプリント/第3回振り返り用紙回収 




板書計画(案)



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






参考文献

中野良顯. (2005). 「セルフコントロール力を育てる方法・プログラム」日本教育評価研究会『指導と評価』2005年2月号, 14-17頁.

中野良顯. (2007). 日精研心理臨床学院講座・行動療法テキスト第5回「行動的セルフコントロール」未公刊.

中野良顯.(2007).豊かな人間性を育てる授業シリーズ（続）第9回「自分と向き合い自分を管理できるようになろう！自分で自分を成長させる四つのステップを知ろう！（中学二年生版）」日本教育評価研究会『指導と評価』第53巻第12号, 52-59頁.

Skinner, B. F., (1953). Science and human behavior. 河合伊六, 他（訳）. (2003). 科学と人間行動. （有）二瓶社.
�





�






































�





新しい


目標など





�セルフ･コントロール











�





見直しの理由





見直しの理由





�セルフ･コントロール











�セルフ･コントロール








模造紙①
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自分と向き合い、


自分を管理できるようになろう！
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